
あの大学が
18歳人口減下でも学生募集が好調だったり、社会の変化を
見越した意欲的なカリキュラムをつくったり、地域の高校と連携し
次世代の人材育成に積極的に取り組んだり̶̶

このような改革に積極的な「元気な」大学では、
職員の活躍がめだつ。教員に対しては社会の変化に対応した
教育や、研究力の国際的な地位向上が求められる中、
今号では、職員に着目し、経営人材としての職員のあり方や
人材育成について考えてみたい。
改革を進め、学生や有能なスタッフが集まり、さらに新たな
改革に挑戦していく好循環づくりの一助となれば幸いである。
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～組織力を上げる
　「7つの実践」
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